
ＤＸ、ゼロカーボン、
共生社会づくり、
学びの県づくり
に資する取組

事　業　名 治山事業
部局 林務部 課・室 森林づくり推進課

実施期間 S29

事業番号

１　現状と課題

10 04 01 事業改善シート （令和４年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

総　合　５　か　年　計　画（　し　あ　わ　せ　信　州　創　造　プ　ラ　ン　2.0　）

８つの
重点目標

～ E-mail shinrin@pref.nagano.lg.jp

目指す姿

・森林の持つ土砂災害防止機能を発揮させるため、適切な間伐や治山施設の整備など、災害に強い森林づくりを目指す
・成果目標：治山事業により新たに保全される集落数 200集落（H30～R4）
　整備率 54%（H28）　→　61%(R4)

総合的に展開
する重点政策

4-1 県土の強靭化

２　令和４年度事業内容

補正予算の
ポイント

・
主な取組
（予定）

✓ 　令和４年７・８月豪雨等に伴う山地災害の復旧事業
・国庫補助の対象とならない小規模な荒廃山地の復旧等を早期に行い、生活環境の保全及び県民の安全・安心の確保を図る。
・大規模災害箇所において公共事業を見据えた測量業務や設計業務を実施する。

これまでの
取組

・荒廃山地の復旧や荒廃森林の機能回復を図るため、森林整備や治山施設の設置を実施
・山地災害に迅速に対応するための応急対策や、被災治山施設の機能回復のため、施設の修繕・リフレッシュを実施
・大規模山腹崩壊や地すべり発生の兆候を事前に把握するため、山地変動モニタリング調査を実施

令和３年度
の点検結果

・
現状分析

課　　　　題 今後の方向性

・近年の災害の激甚化、多様化、同時多発化に対応する必要があ
る。
・森林資源の増加に伴う流木災害の発生に対応する必要がある。
・経年劣化した治山施設の長寿命化を図る必要がある。

・山地災害を防止し、被害を最小限にとどめるための治山事業を
実施する。
・流木による災害を未然に防止するため、荒廃森林の整備や危険
木除去を実施する。
・治山施設の老朽化対策やリフレッシュを行い、治山施設の長寿
命化の促進を図る。

【DX】
・治山工事において、打合せや現場監督業務を可能な限りオンラインで実施し、受注者と発注者双方の業務の効率化を図る
【ゼロカーボン】
・荒廃森林の機能の回復をさせることで、森林のCO2吸収能力の向上を図り、ゼロカーボンの達成に寄与する

指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし、―：数値なし ］

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区分（単位：千円） R２年度 R３年度 R４年度

No 成果指標

4,550,439 3,680,855

単
位

R１年度
推
移

R２年度
推
移

R３年度

補正予算 4,378,633 1,851,148

1
治山事業により保全される集落
数

地区 56

2

↘ 53 ↘

7,099,329 4,931,338

当初予算

合計（A) 12,829,784 12,631,332

45 40

R４年度
目標値

予
算
額

前年度繰越 3,900,712

3,851,100

274,155

9,056,593

390,829

7,676,563

4

うち一般財源 646,287 474,067

3

62.0職員数（人） 56.0 56.0
5

 決　算　額（B） 5,730,453

目
標
値

県総合５か年計画において、H30年からR4年までの5か年で200集落の保全を目標としている。そのため年間40集落の保全を目標値とた。

設
定
理
由

成
果
指
標

治山事業による施設整備や森林整備により、保全が図られる集落数を成果指標に設定（県総合５か年計画、長野県森林づくり指針目標
値）
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10 04 01

山地災害、地すべり等の復旧・軽減を図るとともに、荒廃森林の機能の回復
を図る

治山施設リフレッシュ事
業

直接

公共事業と目的を同じくする小規模な治山工事で施設修繕等を行う

公共事業と目的を同じくする小規模な治山工事で荒廃地の復旧、応急対策を
行う

No. 細事業を構成する主な取組

公共治山
8,316,275 4,834,499

当初 3,551,151

該当なし

該当なし

DX
治山工事において、打合せや現場監督業務を可能な限りオンラインで実施し、受注者と発注者双方の業務の効
率化を図る

ゼロカーボン 荒廃森林の機能の回復をさせることで、森林のCO2吸収能力の向上を図り、ゼロカーボンの達成に寄与する

共生社会づくり 該当なし

学びの県づくり 該当なし

細事業
No.

細事業名
Ｒ２年度

最終予算
Ｒ３年度

最終予算

直接

DX

ゼロカーボン

共生社会づくり

学びの県づくり

治山工事において、打合せや現場監督業務を可能な限りオンラインで実施し、受注者と発注者双方の業務の効
率化を図る

荒廃森林の機能の回復をさせることで、森林のCO2吸収能力の向上を図り、ゼロカーボンの達成に寄与する

1 山地治山総合対策事業

事業番号 事業改善シート （令和４年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

事　業　名 治山事業 部局 林務部 課・室 森林づくり推進課

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法 令和４年度　実施内容（予定）

1

1 林地荒廃（災害復旧）

直接

Ｒ４年度
予算

千円 千円 千円

3
農山漁村地域整備治山事
業

直接
荒廃森林、荒廃危険地等の山地を復旧整備することにより、水土保全機能の
高度発揮と下流域の漁場環境の保全を図る

2
水源地域等保安林整備事
業

2

千円 千円 千円

補正

直接
水源地域の荒廃森林において、森林の整備と荒廃地の復旧整備を行い、水資
源の確保と県土の保全を図る

2 県単治山
612,797 661,504

当初 263,949

細事業
No.

細事業名
Ｒ２年度

最終予算
Ｒ３年度

最終予算
Ｒ４年度

予算

補正 274,155

実施 方法 令和４年度　実施内容（予定）

4 災害関連緊急治山事業

直接
再度災害を防止するため、新たに発生あるいは拡大した山地災害、または、
なだれ、地すべりの発生源につき、当該発生年に緊急に復旧整備を行い荒廃
森林の復旧を図る
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10 04 01事業番号 事業改善シート （令和４年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

事　業　名 治山事業 部局 林務部 課・室 森林づくり推進課

補正

細事業
No.

細事業名
Ｒ２年度

最終予算
Ｒ３年度

最終予算
Ｒ４年度

予算

地すべりの再発を未然に防止するため、地すべり防止施設を適切に管理する

防災・減災対策緊急治山
事業

直接

3 県単治山（森林づくり県民税活用事業）
0 36,000

当初 36,000

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法 令和４年度　実施内容（予定）

千円 千円 千円

家屋、生活道路やライフラインに影響がある災害が発生した場合、応急工事
や緊急調査を実施する
防災・減災の観点において二次災害を防止するため緊急に森林整備を実施す
る

2
地すべり防止施設管理サ
ポート事業

直接

1
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